
網走

北見

釧路

十勝

帯広

滝上

　
一
九
九
九
年
、平
成
十
一
年
の
新
年
を
迎

え
、
ど
な
た
様
に
も
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、金
光
教
が
安
正
六
年
に
立
教
し

て
百
四
十
年
と
い
う
お
年
柄
を
迎
え
ま
し

た
。

　
道
東
地
区
内
の
教
会
で
は
、十
勝
教
会
が

布
教
八
十
年
に
な
り
、記
念
祭
に
併
せ
て
教

会
新
築
落
成
記
念
祭
が
六
月
二
十
日
に
奉
仕

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
、
金
光
教
の
教
規
が
改
正
さ
れ
、
教

団
や
教
区
の
活
動
の
具
体
化
、た
と
え
ば
全

教
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
な
な
ど
で
は
、連
合

会
単
位
で
活
動
す
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
は
、網
走
・
十
勝
・

釧
路
・
根
室
支
庁
の
中
に
あ
る
教
会
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
面
積
は
北
海
道

全
体
の
約
半
分
に
も
相
当
し
、こ
の
面
積
は

九
州
島
が
す
っ
ぽ
り
入
る
広
さ
で
、四
国
島

の
二
倍
も
の
広
さ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
広
さ
の
中
に
人
口
は
約
百
万
を
有
し

ま
す
が
、
そ
の
中
に
教
会
が
六
ヶ
教
会
点

在
し
て
い
て
、
連
合
し
て
、
寄
り
合
っ
て
の

活
動
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
ロ
ス
が
大
き

く
、
そ
れ
よ
り
は
一
つ
一
つ
の
教
会
が
「
金

光
教
の
教
会
」
と
し
て
自
立
し
、
教
会
活
動

の
中
に
教
団
・
教
区
の
活
動
を
取
り
入
れ

て
い
く
と
い
う
発
想
に
立
っ
て
、
い
わ
ば

「
教
団
の
教
会
」
と
も
い
う
べ
き
自
覚
に

立
っ
て
、
教
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
会
長
を
中
心
に
、
任

籍
教
師
、
輔
教
、
信
奉
者
が
一
願
（
一
願
）

と
な
っ
て
連
帯
し
、
教
会
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
教
会
連
合
会
は
、
教
団
・
教
区
の
活
動
の

企
画
を
報
じ
、
ま
た
、
各
教
会
の
取
り
組
み

な
ど
の
情
報
を
知
ら
し
め
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
各
教
会
で
の
取

り
組
み
な
ど
情
報
を
連
合
会
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
お
い
て
、
新

た
な
る
教
会
活
動
を
生
み
出
し
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
る
出
発

平
成
十
年
七
月
二
十
二
日
の
教
規
改
正
に
思
う

　
　
　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
長
　
江
　
郷
　
繁
　
樹

　
教
会
連
合
会
は
、
昨
年
度
の

教
規
改
正
に
よ
り
、
教
団
・
教
区

の
活
動
を
具
体
的
に
現
し
て
い

く『場
』
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
道
東
地
区
教
会
連

合
会
と
い
っ
て
も
、
一
教
会
が

「
教
会
活
動
に
合
わ
せ
て
、
連
合

会
の
活
動
を
も
担
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
教
会

と
し
て
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
と
し

て
は
、
教
団
・
教
区
、
教
会
間
の

情
報
を
流
し
、
各
教
会
の
活
動

を
理
解
し
な
が
ら
協
力
し
て
い

き
た
い

と
考
え
、
不
定
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
機
関
紙
を
刊
行
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
在
籍
の
信
奉
者
に
も
配
布

し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て

道
東
地
区
教
会
連
合
会

　
　
役
　
員
　
一
　
同
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道東地区教会連合会
教会の紹介と教会の願い

道東南部教会

　
釧
路
教
会
は
、
布
教
百
年
に
向

か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
百
年
ま
で
の
十
年

間
、
次
の
こ
と
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
信
心
生
活
で
は
、「
神
も
助
か
り

人
間
も
立
ち
行
く
世
界
」
成
就
を

願
い
、・
自
覚
的
の
「
わ
が
心
が
神

に
向
か
う
」
実
践
を
願
い
、
具
体
的

に
は
「
祈
り
の
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て

神
に
向
か
い
、
自
分
の
祈
り
が
、
人

の
助
か
り
を
願
ぅ
こ
と
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
教
会
活
動
で
に
、
金
光
大
神
の

信
心
を
広
く
社
会
の
人
に
知
っ
て

頂
く
た
め
『
金
光
教
講
演
会
』
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
布
教

記
念
祭
の
日
に
、
教
会
を
会
場
に
、

講
師
を
呼
ん
で
、
講
演
を
お
願
い

す
る
も
の
で
、
今
年
は
八
月
二
九

日
、
昨
年
札
幌
で
講
演
し
た
、
宇
都

木
員
夫
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
以
上
二
つ
の
こ
と
を
中
心
に
、

教
会
活
動
全
般
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

釧
路
市
宮
本
１
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

　
新
教
規
発
足
に
よ
り
、
教
会
連

合
会
の
活
動
が
明
碓
に
な
り
教

師
、
信
徒
が
よ
り
一
層
一
体
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
立
教
百
四
十
年
、
ま
た
帯

広
教
会
布
教
七
十
七
年
を
迎
え
ま

す
。
改
め
て
教
祖
様
の
信
心
を
具

体
的
に
求
め
つ
つ
、
神
と
人
共
に

助
か
る
生
活
を
現
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
布
教
八
十
年
に
向
け
て

「
家
庭
の
中
に
信
心
の
灯
を
」
と

い
う
こ
と
で
、
信
心
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
教
会
前
に
掲
示
板
が
あ
り
、
通

り
行
く
人
の
中
に
、
立
ち
止
ま
り

読
ん
で
い
く
方
、
み
教
え
を
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
方
も
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で

分
か
り
や
す
く
掲
示
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
十
月
十
日
に
は
、
帯
広
教
会
と

し
て
立
教
百
四
十
年
ご
本
部
団
体

参
拝
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
十
勝
教
会
は
、
大
正
九
年
八
月

十
日
に
創
立
さ
れ
て
よ
り
今
年
で

数
え
て
八
十
年
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
十
一
月
に
は
新
教
会

が
無
事
竣
工
し
ま
し
た
。
本
年
は

あ
ら
た
め
て
教
会
新
築
落
成
の
祝

祭
を
教
会
創
立
八
十
年
記
念
祭
と

併
せ
て
六
月
二
十
日
に
執
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
記
念
祭
を
仕

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て

は
、
教
典
に
基
づ
き
「
天
地
書

附
」
に
示
さ
れ
て
い
る
信
心
を
い

た
だ
い
て
、
記
念
祭
の
御
用
を
み

ん
な
で
担
い
合
い
御
用
の
お
役
に

立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
教
会
創
立
記
念
祭
　
並

　
教
会
新
築
落
成
祝
祭
奉
迎
祈
願

一
、

よ
い
信
心
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

二
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
、
お
取
り
次
ぎ
を

願
っ
て
、
生
神
金
光
大
神
様
、

天
地
金
乃
神
様
と
御
名
を
唱
え

て
、
信
心
を
現
す
お
か
げ
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
、

人
の
助
か
り
を
願
い
、
信
心
に

生
き
る
喜
び
を
伝
え
て
、
お
役

に
立
た
せ
て
く
だ
さ
い
。



道東地区教会連合会
教会の紹介と教会の願い

道東北部教会

　
滝
上
教
会
は
、兼
務
教
会
長
の
先

生
で
、通
常
の
教
会
活
動
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
。

▼
お
正
月
は
、
自
主
的
に
、
た
い
て

い
は
三
日（
今
年
は
二
日
〉の
日
に
、

信
奉
者
が
集
い
、神
様
に
お
礼
申
し

上
げ
、
新
年
会
を
開
催
し
て
、
新
年

を
祝
い
ま
す
。

▼
天
地
金
乃
神
大
祭
は
、滝
上
公
園

の
芝
桜
祭
り
期
間
中
に
行
わ
れ
ま

す
。春
の
霊
神
祭
も
併
せ
て
奉
仕
さ

れ
、
教
会
で
の
祭
典
の
前
に
、
滝
上

霊
園
に
行
き
、初
代
教
会
長
夫
妻
の

奥
城
を
始
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
奥

城
に
参
り
ま
す
。
そ
の
後
、
教
会
で

大
祭
と
霊
祭
が
仕
え
ら
れ
、お
直
会

を
楽
し
み
ま
す
。
お
直
会
は
、
滝
上

公
園
に
移
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、こ
の
頃
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

▼
生
神
金
光
大
神
大
祭
も
、霊
神
祭

と
併
せ
て
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
・
同
様
、先
に
滝
上
霊
園
に
参
り
、

そ
の
後
、教
会
で
大
祭
と
霊
祭
が
奉

仕
さ
れ
、
お
直
会
を
頂
き
な
が
ら
、

冬
支
度
の
話
と
、冬
到
来
の
覚
悟
を

し
ま
す
。

北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

滝
上
教
会

滝
上
町
滝
上
原
野
八
線
北
八
番
地

北
見
教
会

　
網
走
教
会
で
は
、
青
年
・
少
年

層
の
信
奉
者
に
と
っ
て
、
参
拝
し

や
す
い
教
会
に
な
る
に
は
、
い
か

に
す
る
べ
き
か
を
模
索
し
、
信
徒

会
活
動
等
も
そ
の
事
を
も
っ
て
以

下
の
活
動
の
充
実
・
展
開
を
願
っ

て
い
ま
す
。

１
、
祭
典
を
な
る
べ
く
休
日
に
行

う

２
、
信
心
共
励
会
…
毎
月
十
七
日

３
、
青
少
年
集
会
（
あ
ゆ
み
会
）

・
年
三
回
（
春
夏
冬
休
み
）

・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
や
地
域
の

清
掃
活
動
等

４
、
婦
人
部

　
・
廃
油
石
鹸
造
り

　
　
　
　
…
七
月
か
八
月

５
、
こ
ど
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　
　
　
　
　
…
七
月
か
八
月

　
北
見
教
会
で
は
、
春
の
天
地
金

乃
神
大
祭
、
秋
の
生
神
金
光
大
神

大
祭
を
は
じ
め
教
会
で
執
り
行
わ

れ
る
祭
典
を
在
籍
信
奉
者
一
同
心

を
込
め
て
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
祖
様
の

日
々
の
生
活
を
知
り
、
信
心
の
心

を
進
め
た
い
と
、
月
三
回
執
り
行

わ
れ
る
月
例
祭
の
う
ち
、
毎
月
十

五
日
を
共
励
会
の
日
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
教
会
長
先
生
や
信
徒

間
の
親
睦
を
深
め
、
教
会
へ
の
関

わ
り
を
深
く
す
る
た
め
に
、
一
月

に
は
新
年
会
が
、
毎
月
の
月
例
祭

に
併
せ
て
霊
祭
や
誕
生
祭
、
そ
し

て
教
会
長
先
生
の
誕
生
日
に
は
お

祝
い
の
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
に
は
信
徒
総
代
の
田
代

さ
ん
が
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て

作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
「
北
見

教
会
こ
よ
み
」
は
毎
月
の
教
会
行

事
が
一
目
で
わ
か
り
、
メ
モ
も
で

き
る
立
派
な
作
品
で
、
こ
の
こ
よ

み
が
で
き
あ
が
っ
て
く
る
の
を
北

見
教
会
の
信
奉
者
み
な
が
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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道
東
地
区
連
合
会

　
　
　
　
経
過
と
予
定

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
で
は
、
昨
年
七
月
二
十

二
日
の
教
規
改
正
を
受
け
て
、
十
一
月
二
十
二
日

十
勝
川
温
泉
、
ホ
リ
ー
デ
ー
イ
ン
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
【
出
席
者
】
▼
釧
路
・
江
郷
繁
樹
、
北
見
・
矢
代

千
春
・
横
畠
安
男
、
十
勝
・
玉
置
徳
衛
・
村
崎
眞
太

郎
、
帯
広
・
田
中
東
作
・
田
中
敬
一
・
今
森
勉
、
網

走
・
菊
川
松
次
郎
の
各
氏（
敬
称
略
、教
会
番
号
順
、

以
下
同
）。
【
経
過
】
▼
会
長
の
田
中
東
作
氏
が
、

教
規
改
正
に
と
も
な
い
新
た
な
教
会
連
合
会
規
約

案
を
提
出
、
審
議
の
結
果
一
部
を
修
正
て
可
決
。
【

会
長
選
挙
】
▼
投
票
は
行
わ
ず
、
互
選
で
釧
路
教

会
長
の
江
郷
繁
樹
氏
が
会
長
に
決
ま
る
。
【
新
役

員
の
構
成
】
▼
会
長
・
江
郷
繁
樹
、
副
会
長
（
兼
・

会
計
）・
矢
代
千
春
、
副
会
長
（
信
徒
会
地
区
連
委

員
長
）・
村
崎
眞
太
郎
、
幹
事
（
会
報
担
当
）・
玉
置

衛
の
各
氏
。
【
議
決
権
の
あ
る
委
員
】
▼
釧
路
・
江

郷
繁
樹
・
池
亀
徳
和
、
北
見
・
矢
代
千
春
・
横
畠
安

男
、
十
勝
・
玉
置
徳
衛
・
村
崎
眞
太
郎
、
帯
広
・
田

中
東
作
・
今
森
勉
、
網
走
・
菊
川
松
次
郎
・
新
谷
泰

造
、
滝
上
・
沢
田
正
の
各
氏
。

【
今
年
度
の
総
会
】
▼
日
時
・
六
月
三
日
〜
四
日
、

場
所
・
十
勝
教
会（
時
間
、宿
泊
場
所
、総
会
の
テ
ー

マ
、
日
程
な
ど
、
決
ま
り
次
第
、
各
教
会
に
連
絡
し

ま
す
）。

【
各
教
会
天
地
金
乃
神
大
祭
祭
典
日
】
▼
釧
路
五

月
二
十
三
日
、
北
見
・
五
月
三
日
、
十
勝
・
四
月
十

八
日
、
帯
広
・
四
月
二
十
五
日
、
網
走
・
五
月
三
十

日
、
滝
上
・
五
月
十
六
日
。
以
上
。

信
徒
会
道
東
地
区
連
合
会

　
教
団
は
、
全
教
の
信
奉
者
と
連
携
し
てr

よ
い

話
を
し
て
い
く
運
動
」
と
「
社
会
奉
仕
活
動
」
を

展
開
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
運
動
」
は
平
成
元
年
に
発
足
し
今
年
度
を
も
っ

て
収
束
し
ま
す
が
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中

で
、
ほ
の
ぽ
の
と
笑
い
合
え
る
輪
（
信
心
の
輪
）

を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
運
動
」
の
影
響
か
ど

う
か
、
社
会
の
中
で
も
「
ち
ょ
っ
と
良
い
話
し
」

と
か
「
笑
顔
ト
ー
ク
」
と
か
、
新
聞
等
で
も
囲
み

欄
で
そ
う
い
う
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
日
常
の
生
活
の
中
に
快
い
話
題

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
奉
汁
活

動
」
は
家
庭
で
の
ゴ
ミ
分
別
収
集
を
始
め
、
道
路

や
公
園
の
清
掃
、
チ
ャ
リ
テ
ー
活
動
な
ど
、
出
来

る
こ
と
か
ら
取
り
組
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
教
区
活
動
で
は
青
少
年
の
育
成
で
す
が
大
き
な

課
題
に
な
り
ま
す
。
各
教
会
か
ら
「
み
ど
り
の
広

場
」
や
「
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
希
望
し
ま
す
。

　
地
区
連
ほ
、
各
教
会
の
信
徒
会
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
る
よ
う
に
、6

月3

日
に
信
心
研
修
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
参
加
を
願
っ
て

い
ま
す
。

金
光
教
十
勝
教
会

教
会
創
立
八
十
年
記
念
祭

　
　
　
　
並

教
会
新
築
落
成
祝
祭

日
時
　
平
成
十
一
年

　
　
　
　
　
六
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
執
行

　
思
い
が
け
ず
こ
の
よ
う
な
会
報
の
編
集
を
任

さ
れ
て
し
ま
っ
が
、
教
会
へ
戻
る
以
前
に
色
々

な
と
こ
ろ
の
「
編
集
」
に
顔
を
出
し
て
い
た
の

で
、
と
て
も
楽
し
み
な
が
ら
編
集
の
御
用
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
不
思
議
な
も
の
で
こ
の
会
報
の
編

集
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
す
ぐ
に
、
最
新

版
の
パ
ソ
コ
ン
用
編
集
ソ
フ
ト
が
手
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
こ
ち
ら
か
ら
求
め
た
の
で

は
な
く
、
あ
ち
ら
か
ら
や
っ
て
来
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
有
り
難
い
（
要
す
る
に
只
で
す
）
。

「
こ
れ
を
あ
げ
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
御

用
を
し
な
さ
い
」
と
神
様
に
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
編
集
作
業
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ａ
Ｃ

編
集
後
記


